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味合いが異なります。これに対して intensive readingは [in-+tend]ですから、「内
に向かって広がる」が正確な意味です。ある文章を繰り返し読み、その意味す




















































































































































































































































































りません。I am a student.という 4語を目で追うときに、4語に均等に目の力が
加わるわけではありません。amや aには力が加わることはあまりありません。
力の加わる 1語を選べと言われれば、それは studentになるでしょう。2語を
選べと言われれば、studentと Iになるでしょう。目で追うときのテンポは [ I ] 
[ama] [student]の 3つの塊になるのが普通でしょう。テンポは速度と関係しま
すので、速く目が動くところと、ゆっくり目が動く箇所が出てきます。まった
く同じ目の力で、同じ速度で追うとすぐに眠気がやってきます。眠気だけでな
く、意味もわからなくなります。なぜなら、同じ目の力で同じ速度で追うこと
は生きている英語を生きている状態でとらえているのではなく、死んだ状態で
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とらえていることになるからです。生きているものにはすべてリズムがありま
す。あるものが死んだというときにはリズムを失ったということです。英語も
もちろん生きているのであり、リズムがあります。そのリズムを目で追うこと
が読むということになります。リズムは音の強と弱、長と短などによる相互関
係で表現されます。音の強い語、長い語は自ずと文のなかでの時間の占有率が
高くなりますので、他の語に比べてより響くことになり、それだけ読み手の心
に訴えてきます。それゆえに、意味的にも重要になってきます。すぐにリズム
を目で追うことはむずかしいですが、最初のうちはとりあえず英語を目で追い
ます。そのうちに、リズムらしきものを感ずるようになります。リズムをつか
む手っ取り早い方法は長い語を中心にして目で追うことです。1行の英文のな
かにある長い語をすこし意識して目で追います。長い語には必ず強く読む音節
が含まれているからです。そして、意味内容を持つ語だからです。訓練として、
試しに、長い語のみを追ってみるのもよいでしょう。長い語は名詞か動詞か形
容詞でしょうか。これらの語を追うだけでもある程度、意味がわかります。す
ると、1行を読むと言っても、そのなかに含まれる長い語を３つか４つ見れば、
大体の意味はわかってきます。BBCニュースなどを聞くときにやっているこ
とですが、長い語、強く読む語、よく響く語を中心に聞くことです。そうしな
ければ、意味がわかりません。この手法をそのまま読むときにも取り入れます。
書いてある英語を音声化した状態にして、耳で聞くようにして目で追うという
ことです。名詞、動詞、形容詞などが長い語になりがちですが、裏を返せば、
短い語は長い語の間のつなぎになっているということです。冠詞、前置詞、関
係詞、接続詞などの機能語は短くなりますので、目で追うときにはつなぎを意
識して速めに通り過ぎます。代名詞は強く読まれることはありませんので、追
う速度が速くなります。しかし、代名詞は意味を取る上で重要です。代名詞を
取り違えないようにしましょう。その都度、強く読んで取り違えをしないよう
にするのではなく、英文の背景のなかに代名詞をうまく溶け込ませておきます。
何度も出てくると読者の了解済みの事項となり、英語というテキストの背景に
溶け込んだことになります。
リズムを目で追うためにはこのような意識的な訓練が必要かもしれません。
前置詞のみに関心を寄せて、目に力を加えて追うとするなら、ほとんど、意味
がとれなくなるでしょう。主語と動詞と目的語を意識して、目で追えば意味は
取り易くなるでしょう。これらの語には強く読む音節が含まれる傾向にありま
すから。いろいろな角度から目で追う試みをしてみてはいかがでしょうか。そ
して、最後には、語ではなく、語群を目で追うようにします。語群とは前置詞
― 11 ―
句、副詞句、名詞句、動詞句などのように 2語以上で１つの意味を持つもので
す。1行に含まれる語数が１２語であったとしても、語群は３つか４つくらい
になります。3語、4語を目で追うような感じで語群を目で追います。語の小
さなリズムが響き合って、語句のリズムになり、そして、文のリズムになりま
す。目で追うときには耳でリズムを聞きながら追うようにしましょう。
８　目の力を抜く
目で英語を追うのですが、真剣に追い続けると疲れが出てきます。緊張は長
く続かないものです。そこで、英語を目で追うときに目の力を抜きます。目の
力を抜くということは文字をあまり真剣に見ないということです。真剣に語を
見ると、語そのものに意識が集中しすぎて、こわばりや不自然さが出てきます。
弓を引くときのことが参考になります。射手は的を真剣に見て引いているよう
に傍目には見えますが、実はそうではありません。真剣に見ている人がほとん
どでしょうが、達人と言われる人はぼんやりと的を見ています。目を見開かな
いで、目の緊張を緩めて、なかば半開きの状態にしています。矢を放すときの
目つきを見れば、的中するか否か、およその見当がつきます。的ははっきりと
見えていません。ぼんやりと見えています。そのかわり、自分の心を確かめて、
自分の精神を確かめて、己自身を見ています。語を追うときも同じです。真剣
に語という名の的を見るのではなく、自分の精神を見つめます。目は入口であ
り、単なるセンサーに過ぎません。情報の取り入れ口が目になっているだけで
す。本当の活動は情報が脳に入り映像を作ることで始まります。もっとも活発
に動いているのは脳や精神です。一言でいえば、センサーで取り込んだ情報が
作り出す映像です。この映像を見て何を感じ、何を考えるかということです。
この部分を活性化するためには取り入れ口の目の緊張を解いてやる必要があり
ます。そのためにはあまり真剣に文字を見ないことです。疲れているときには
視力が落ちて、文字が見えづらくなりますが、このような状態のときに英語が
よく読めることがあります。文字があまりよく見えないにもかかわらず、見え
づらい感じがあるにもかかわらず、かなり鮮明な映像が見えることがあります。
一方、文字がはっきり見えているにもかかわらず、映像ができないこともあり
ます。目に与える緊張感が強すぎるのだと思います。半眼で英語を追い、心が
鮮明で、力強い映像を描ければ、それが一番楽しいことです。
映像のことを話しましたが、文字を目で追うということは心のスクリーンに
その映像を映し出すことです。目で文字を見ていますが、そこを過ぎると心は
映像を見ているのです。取り入れ口にある目と心の目があり、読んだものが深
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い内容を持つとか、美しい景色だとか、笑えるとか思うのはすべて心の目が心
に映った映像を見るときです。語を目で追い、リズムをつかみ、書かれている
内容を読み取って行く。これはすべて心に映像を作るために必要な作業なので
す。英語が読めているかどうかの判断は人に判断してもらわなくても、自分で
判断できます。映像を心の目ではっきり見ることができれば、そのときは読め
ていることになります。映像が見えているかどうかはどのように判断したらよ
いのでしょうか。それには自分を映像化する人間の立場においてみればよいで
しょう。すぐに思い浮かぶのは映画監督です。映画監督は役者やいろいろな小
道具を使って、すべてを映像にまとめるプロです。自分が読んだ英語を映画監
督になったつもりで映像化できるかどうか、これが読めているかどうかを決め
ます。自分の好みにしたがって映像化するのではなく、自分の気持ちをむなし
くして、目から入って来た情報をそのまま映像化することが読むことなのであ
ります。批判や批評をしたければ、その後にやればよいのです。
すぐれた射手のように半眼で緊張感を持たずに文字を追い、得られた情報を
正確に映像化し、その映像を心の目で見つめます。半眼で、緊張感を持たずに
目で追うことによって、よい映像が出てきます。読書はくつろいだ目と活性化
された心からつくりだされた映像の連続だと言えます。
９　楽しむ
文字を目で追うときに、日頃、感じていることを書きました。すでに触れる
ところがありましたが、ここに述べたことは私の感じ方であって、このように
読まなければならないということではありません。それぞれが読みたいように
読めばよいのであって、講釈するような性質のものではないかもしれません。
それでも参考になることが１つでもあればという思いがあり、私の経験を述べ
ました。
人にはそれぞれの読み方があり、とやかく言うべきことではありませんが、
よい読み方か否かの判断はあってよいはずです。非常に効率の悪い不自然な読
み方を続けることは益よりも害をもたらすことがあるからです。読書はすべて
益になるなどということはありません。読まないほうがよいということもあり
ます。それゆえに、自身の読書が悪い方向に向かっていないかを判断する必要
があります。判断基準は読んでいて楽しいかどうかということです。時間の過
ぎるのを忘れるくらい書かれていることのなかに入り込んでいるかどうかとい
うことです。人間の営みには楽しい、楽しくない、そのどちらでもないの３つ
の感情のいずれかを伴います。できれば、読書も楽しいほうがよい。文字を目
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で追っていて、楽しいと思うほうがよいに決まっています。「楽しい」とか、「楽
しむ」とかいう言葉は誤解を受け易いのですが、簡単にいえば感情や理性が十
分目覚めていて、ダイナミックに活動している状態です。死んでいる状態では
なく快く生きている状態です。生きていると感ずるときが楽しいと感じるとき
です。すべての人が生きているのですが、生きている感覚がないのが普通です。
毎日、生きていることがあまりにも当然過ぎて、生きていることを感じること
ができないのがわれわれ人間です。そんな平凡な生を平凡でないものと感ずる
瞬間が楽しいと感ずるときです。文字を半眼で追いながら、そこから作り出さ
れる映像を見て、自分が快く生きていると感ずることができれば、それが楽し
いということです。楽しいということは快感であり、快感があればどのような
読み方をしていようが、それがその人にとって一番よい読み方であると言える
のではないでしょうか。
10　そのほかのこと
ここではこれまでに書かなかったことに簡単に触れておきます。項目を立て
て述べるほどではないけれど、それでも一言触れておきたいような些事を順不
同で書いておきます。
語学的に考えない
語学的な基礎がないと確かな読みはできません。そのために、名詞、動詞、
複数、時制などたくさんある文法現象を身につけようと努めます。これは非常
に重要なことです。しかし、長い間このような訓練を続けていると、どんな英
語を見ても語学的な見方が支配的になります。英語の文章に反応するのではな
く、英語の語学的現象に反応してしまいます。これは経験した人でないとわか
らないことですが、英語学的なセンサーが敏感に働かないようにしようと思っ
ていても、貴重な例が出てくると印をつけたくなります。たとえば、scads of
などが出てくると、読み飛ばしてしまえばよいのに、lots ofが想起されて、果
して２つの複数はまったく同じ意味合いなのだろうか、「多数」を意味する複
数はすべて同一の基準で分類できるのだろうか。こんなことが一瞬でも頭をよ
ぎると、その時点で目の動きが止まり、リズムが狂ってきます。語学的な視点
に立って、論理的に詰めて英語を読む習慣はどうしても必要ですが、英語を
楽しんで読もうとするときには楽しく読むモードにスイッチを切り替えなけれ
ばなりません。語学的訓練を長く積み、それが習慣化すると、語学の呪縛から
逃れられなくなります。これは避けがたいことですが、出きる限り語学の呪縛
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から開放された状態で英語に触れてみましょう。そのためには自分自身が語学
をやっているというスタンスではなく、どこにも縛られないひとりの人間であ
ることを思い起こすとよいでしょう。すべてとは言いませんが、ほとんどの人
が語学や文学や経済や政治などの呪縛に支配されて開放されることがありませ
ん。そんなときはひとりの人間にすぎないことを噛み締めてみるとよいでしょ
う。
時間
集中して英語を読む訓練をするのも有効です。数ページの短いものを選び、
時間を区切って読みます。時間を 15分と設定して、その枠内で読みます。こ
の読み方は時間が短いので、どんなジャンルのものでも毛嫌いすることなく読
めます。読書に垣根を感ずることなく、簡単に取り組めるメリットもあります。
時間は 30分では長過ぎます。15分か 20分くらいがよいのではないでしょうか。
行末ターン
左か右に目で文字を追います。行末で次の行に移るときに目の動きにロスが
出ることがあります。正しく次の行に移ることは以外にむずかしく、同じ行に
目が移ったり、1行飛ばしてしまったりします。すると、集中できなくなり、
リズムが狂います。とくに 1行が長いときに、このようなことが起こります。
そういうときには目印として行の左端に指を置いておくのも有効です。流れる
ようにターンするためには、行末で次の行の先頭にくる語を予測できている必
要があります。行末に限らず読書には予測が付き物で、これができてくれば、
目で追うだけでなく、目が引かれていきます。追う力と引く力が合わされば、
目の動きに快い楽しさが出てきます。
最初の 50ページはゆっくり読む
どんな本でも初対面ですぐに親しみを覚えることは少ないです。稀にですが、
読み始めた途端に、自分と同じ考え方、同じ感じ方だと思うことがあります。
というより、他人が書いた文章ではなく、自分で書いたものではないかと思う
ほど似ている本に出合うこともあります。このような本は楽しいという感情と
楽しくないという感情が同時に起こります。しかし、このようなことはまず起
こりません。初対面の本を読むときには最初の 50ページは相手の顔色をうか
がいながら、ややゆっくり目に読みます。50ページまで行かないものは相手
がよくないと判断して、すぐに別れましょう。50ページまで行ければ、友達
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になれますので、そのあとは勢いがついて、すいすいと進みます。経験的にい
えば、500ページの本も 100ページごろまでは読んでいるという感覚がありま
すが、そのあとの 400ページはほとんど読んでいるという意識はなく、楽しん
でいるという感覚のみが残ることが多いです。
読めないことを気にしない
本を読むと、その本が読めているかどうかが気になります。読書を楽しみと
するためには読めているかどうかをいっさい気にしないようにしましょう。こ
のようなことを気にすると、読めていない部分のほうがより気になります。読
めているところのほうがはるかに多いのに、読めていないことのみが意識化さ
れます。よい部分に目をつむり、わるい部分のみを取り上げて自分を責めます。
これは非常に芳しくない傾向です。全部、読めるはずもないのですから、読め
ないことを気にしても仕方ありません。読めるところだけを読めば、それでよ
い。このくらいゆったりと構えます。楽しいはずの読書が難行苦行になっては
本も子もありません。小説などを読んでいるときに筋書きが途中からわからな
くなることがあります。まったくあわてることはありません。わからなくても
そのまま読み続けます。そうしているうちに、また本筋に戻ることが多いです。
厚い本を読む
厚い本に挑戦することをお勧めします。短いものばかり読んでいると、短さ
に慣れてしまい、ページ数の多い厚い本を見ると、内容よりも分量の多さに圧
倒されてしまいます。初めのうちにこれを克服しておくと、あとは短いものば
かりですから、気が楽です。ジャンルはなんでもよいですから、500ページ以
上の本をいくつか読んでおきましょう。18歳のときに翻訳でトルストイの「ア
ンナ・カレーニナ」を読んだことが、英語を読む場合にも役立ちました。
ジャンル
１つのジャンルだけでなくいろいろなジャンルのものを読みましょう。好き
なものだけを読むのも結構ですが、それだけですと脳の同じ箇所のみが刺激を
受けます。恐竜の身体構造、ダイエットに成功した人の話、家具の宣伝、熱帯
多雨林の話、天体の話、数学の問題集、等等、世間の評判に関係なく、自分の
倫理観を越えたようなものでもなんでも手当たり次第、読んでみるのもよいで
す。脳が異なる刺激を受けます。身が軽くなるような経験もできます。いろい
ろなジャンルのものを読むときには長いものは避けましょう。数学の英語本を
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100ページも読む根気もなければ、時間もありません。数ページずつで十分で
す。短いから印象に残らないかというとそうではなく、短いから印象に残ると
いうこともよくあります。それぞれが好き勝手にコピーしてきたものを５、６
人の仲間で回し読みするのも結構楽しいものです。
同じ作家のものを読む
同じ作家の書いたものを読みましょう。作家には、当然、癖がありますから、
読めば読むほどにその癖に慣れるので読みやすくなります。作家が設定して舞
台がアメリカ西部であるとするなら、この作家のものを読み続けることによっ
て、英語に慣れるだけでなく、西部の風俗習慣や地形などにも通じてきます。
雰囲気や環境に慣れてきますので、既知情報の量が増し、緊張感が解けてきま
す。そのためにくつろいだ気持で楽しく読むことができます。ゴールズワージ
ーの書いたものをすべて読み、ゴールズワージーの研究家よりゴールズワージ
ーを語れるのに、そのことをおくびにも出さない英語学者を知っていますが、
恰好いいと思いました。ディケンズの全集を全部読んだと吹聴する英文学者を
知っていますが、「ああ、そう？」という感じになりました。読書は楽しむも
ので、吹聴するものではありません。静かにするものです。
後になってみないとわからない
一冊の本を読めば、理解できるところもあれば理解できないところもありま
す。しかし、本当に理解できているかどうかは後になってみないとわかりませ
ん。読めていないと思っていたことが、かなりの時をおいて読めていたと感ず
ることもあります。読書は読書することそのものにも意義がありますが、読書
が人に与える影響がどんなものであったかも重要です。読んだものがすべて、
一旦、記憶から消えて、人の体のどこかに入り込み、その人の一部となって、
その人自身のものとなって、再び、外に出ていきます。有名な作家の有名な言
葉を引用して喋るのをよく聞きます。アリストテレスや、シェイクスピアや、
アインシュタインの言葉を引用して、何かを喋ります。純粋な引用であれば問
題はないのですが、隠れ蓑として使うのはよくありません。相手からなにか言
われないために、また、自分の知識の深さを吹聴するために、引用するのはよ
くありません。これらの人の読書は保身のための読書なのです。保身のための
学習としての読書なのです。読んだものは本の著者、内容を含めて、すべてを
一旦忘れるのがよいと思います。忘れようと思ってもすぐに忘れられるもので
はありません。忘れるためには時間が必要です。体に取り込まれて、刻まれて、
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解けて、入用なものとそうでないものに分別されていく時間が必要です。これ
らの過程は無意識の世界で起こっています。そして、やがて、自分のものとな
って外へ出てくるものがあり、どこかに消えて再び姿を現わさないものもあり
ます。食事と同じで、食べたものがどのように肉体の糧になっているかは意識
できません。でも、食べれば何かになっていることを感じます。エネルギーに
なっているのを感じます。食事の場合には効果が現れる時間が比較的短いので
すが、読書の場合には非常に長くなることが珍しくありません。読書をして、
その成果をすぐに求めるのではなく、読んだものをどんどん忘れていき、読書
の影響や効果が出てくるのをいつまでも待ちます。待つ気持ちを持たずに待っ
ています。読んでいるときに楽しければよいのであり、見返りを求めてはいけ
ません。文字を目で追い、リズムに乗って楽しめれば、それでよいのです。そ
れで終りです。あれこれ言う必要もありません。読んだことがどういうことだ
ったのかは後になってみないとわかりません。
